
せとうち広
報

「人と自然が織りなす  しあわせ実感都市  瀬戸内」を目指して

ランティアグル―プ「おはなしみっけ！」を講師に招き、未就園の乳幼児と保護者
を対象に行っている公民館主催講座です。いろいろな遊びを通して、親子の触れ合
いや親同士のコミュニケーションなどを支援しています。（写真　輪になって踊る参
加者（上）／活動の修了証書を参加者に渡すボランティアグループ会員（下））

12 月 17 日、 長 船 町
公民館で、うさぎの
学校のお楽しみ会と
修了式を開催しまし
た。参加者らは修了
証書を受け取った他、
キャンドルサービス
や修了を祝う紙吹雪
などを楽しみました。
うさぎの学校は、ボ

所得税・市県民税の申告を
お願いします
健康ライフ
瀬戸内発見伝
知っ得！せとうち便
２月の予定
みんなの広場

２

６
７
８
１４
１５

目次Contents

平成 27（2015）年

2
第123号



用
し
て
く
だ
さ
い
。
作
成
し
た

申
告
書
の
提
出
の
み
の
場
合
は
、

税
務
課
、
各
支
所
、
出
張
所
で

も
受
け
付
け
ま
す
。

※
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
入
力
端
末
は
市
の

　
申
告
会
場
に
は
本
年
度
か
ら
設

　
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

所
得
税
・
市
県
民
税
の

申
告
を
お
願
い
し
ま
す

所得税・市県民税の申告をお願いします

開催日 地区 会場

２
月

16 日（月） 西須恵・東須恵・飯井

ゆめトピア長船
２階リフレッシュスタジオ

17 日（火） 牛文・磯上

18 日（水） 福里・土師

19 日（木） 福岡

20 日（金） 服部

23 日（月） 八日市・長船

24 日（火） 長浜

牛窓町公民館
３階大会議室

25 日（水） 鹿忍・千手

26 日（木） 牛窓

27 日（金） 牛窓

３
月

2日（月） 福谷・虫明 裳掛コミュニティセンター

3 日（火） 上笠加・下笠加・箕輪・北池

瀬戸内市役所
２階大会議室

4日（水） 大富・福山・向山・北島

5日（木） 尻海・庄田

6日（金） 東谷・豊原・大窪

9　日（月） 尾張・山手・豊安

10 日（火） 山田庄

11 日（水） 本庄・上山田・下山田

12 日（木） 豆田・福元・百田・宗三・福中

13 日（金） 地区指定なし

16 日（月） 地区指定なし

申告相談会場地区別日程表

　
市
で
は
所
得
税
と
市
県
民
税
の

申
告
相
談
会
場
を
地
域
別
に
設
け

ま
す
。

　
申
告
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、

申
告
相
談
会
場
地
区
別
日
程
表

を
確
認
の
上
、
必
要
な
書
類
を

準
備
し
て
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
４
カ
所
の
申
告
会
場
が
あ
り
ま

　
す
が
、
開
い
て
い
る
会
場
は
常

　
に
１
カ
所
だ
け
で
す
。　

▽
相
談
時
間

　
午
前
９
時
～
正
午
、

　
午
後
１
～
４
時

　

会
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
申
告
書
は
自
分
で
作

成
し
て
提
出
す
る
「
自
書
申
告
」

を
お
勧
め
し
ま
す
。
確
定
申
告

書
を
作
成
す
る
場
合
、「
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
e-

Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
や
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
活

▽ 相談日時　２月 16 日（月）～３月 16 日（月）
　午前９時～午後５時（受付は午後４時まで）

▽ 会場
　・西大寺税務署（岡山市東区西大寺中 2 ｰ 24 ｰ 13）
　・ママカリフォーラム（岡山市北区駅元町 14 ｰ 1）
※通常、土・日曜日と祝日は、申告相談を行っていませ
　んが、２月 22 日と３月１日の日曜日に限り、ママカ
　リフォーラムでは、確定申告の相談を行います。
※来場の際は、公共交通機関をご利用ください。ママカ
　リフォーラムの駐車場は有料です。
　西大寺税務署　☎０８６ - ９４２ - ３８１５

市外の申告相談会場のご案内

問

○営業、農業、不動産などの所得がある人で、昨年 1

　年間の合計所得金額が、基礎控除、配偶者控除、扶

　養控除などの所得控除の合計額を超える人

○医療費控除、寄附金控除、雑損控除、住宅借入金等

　特別控除（1年目）などを受ける人

○土地、建物などを売った人

○給与の年収が 2,000 万円を超える人、給与所得以外

　の所得が 20 万円を超える人、年末調整をされてい

　ない給与の収入金額と各種の所得金額との合計額が

　20 万円を超える人

○公的年金などに係る雑所得の金額から所得控除を差

　し引くと、残額がある人

※公的年金などの収入金額が 400 万円以下で、かつ、

　公的年金などに係る雑所得以外の各種の所得金額が

　20 万円以下である場合には、所得税及び復興特別

　所得税の確定申告は不要です。ただし、還付の申告

　をすることはできます。また、市県民税の申告が必

　要な場合があります。

※生命保険や損害保険の満期・解約保険金も一時所得

　として申告が必要な場合があります。

所得税の確定申告が必要な人

　平成 27 年 1 月 1日時点で瀬戸内市内に住所がある

人は原則として、市県民税の申告が必要です。次の要

件に該当する人は申告をしてください。ただし、所得

税の確定申告をした人は必要ありません。

○給与所得者で、年末調整をされていない給与の収入

　金額と各種の所得金額との合計額が 20 万円以下の人

※所得税の確定申告は不要ですが、市県民税では所得

　の多少にかかわらず申告しなければなりません。

○給与所得者のうち、平成 27 年２月１日までに会社

　から市へ給与支払報告書の提出がなかった人

○公的年金等の受給者で、社会保険料控除（国民健康

　保険税、介護保険料など）、生命保険料控除などの

　各種控除を受けようとする人（所得税のかからない人）

○営業、農業、不動産などの所得がある人で、昨年 1

　年間の合計所得金額が所得税の所得控除合計金額よ

　り少ない人（所得税のかからない人）

○譲渡所得がある人で、特別控除や課税の特例を受け

　ることにより所得税の確定申告の必要のない人

※市県民税の住宅借入金等特別税額控除について

　市県民税の納税通知書は 6月中旬の発送を予定し

ています。送達した後に申告書を提出しても、市県民

税の住宅借入金等特別税額控除は受けられません。

市県民税の申告が必要な人

所得税・市県民税の申告が必要な人
申告に必要なもの

○印鑑（認印）

○申告書が届いている人は、その申告書

○給与、雑所得（公的年金や個人年金など）、一時所

　得（生命保険料や損害保険の満期など）、配当所得

　などの源泉徴収票や支払調書の原本（コピー不可）

○営業、農業、不動産などの収入がある人は、収支内

　訳書（事前に記入するなどの準備をしてください。）

○国民年金保険料や国民年金基金の掛け金の控除証明

　書など納付額が分かるもの（日本年金機構から事前

　に届く「国民年金保険料控除証明書」など）

○生命保険料、地震保険料の支払保険料の証明書

　申告に必要なもの（※所得の種類や受ける控除により異なります）
○医療費控除を受ける人は、医療費の領収書、保険など

　で補てんされた金額の明細書、おむつ使用証明書など

　（医療費や補てん額については、必ず事前に計算してください）

○寄附金控除を受ける人は、寄附金の受領証など

○初めて「住宅借入金等特別控除」を受ける人は、登記

　簿謄本、契約書の写し、住民票の写し、増改築等工事

　証明書、借入金の年末残高証明書の添付資料など

○税の還付を受ける人は、本人の預金口座の分かるもの

○身体障害者手帳や療育手帳など

○国民健康保険税、任意継続健康保険料、介護保険料な

　どの控除証明書等納付額が分かるもの

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

 

・
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ     

　

ム
e-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

※
青
色
申
告
、
消
費
税
及
び
地
方

　
消
費
税
の
申
告
、
住
宅
借
入
金

　
等
特
別
控
除
、
株
式
・
土
地
等

　
の
譲
渡
所
得
、
本
人
死
亡
の
場

　
合
の
確
定
申
告
の
相
談
に
つ
い

　
て
は
、
西
大
寺
税
務
署
ま
た
は

　
マ
マ
カ
リ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場

　
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
市

　
の
会
場
で
は
相
談
を
受
け
て
い

　

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

　
さ
い
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

２
月
16
日
（
月
）

～
３
月
16
日
（
月
）

　「必要な人」に該当していない場合も申告が必要な場合があります。医療
費控除、生命保険料控除、地震保険控除などの所得控除は、申告をしないと
控除が受けられません。また、申告をしないと所得・課税証明書が発行でき
ないことがあります。
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申告や税などに
　関する情報
　　あれこれ

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
確
定
申
告
に
関
す

る
質
問
と
そ
れ
に
つ
い
て
の
回
答

を
紹
介
し
ま
す
。

質
問　

生
命
保
険
が
満
期
に
な
っ

た
と
き
の
申
告
は
？

　
平
成
26
年
中
に
養
老
保
険
が
満

期
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
か
。

答
え　

必
要
で
す

　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期

保
険
金
、
解
約
保
険
金
も
「
一
時

所
得
」
に
該
当
し
ま
す
。
一
時
所

得
と
し
て
課
税
対
象
と
な
る
金
額

は
、（
受
け
取
っ
た
保
険
金

－

掛

け
金

－

50
万
円
）
÷
２
で
求
め
た

金
額
で
す
。
申
告
の
時
に
加
入
し

て
い
た
保
険
会
社
な
ど
か
ら
の

「
支
払
い
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
の

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、差
引
額
が
マ
イ
ナ
ス
の
場
合
、

申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問　

個
人
年
金
の
申
告
は
？

　
平
成
26
年
中
に
生
命
保
険
契
約

に
基
づ
く
年
金
の
受
け
取
り
が
あ

り
ま
し
た
。
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
か
。

答
え　

必
要
で
す

　
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
な
ど
に
基
づ
く
年
金
は
、「
雑

超
え
る
額
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
告
し
た
医
療
費
控
除
は

支
払
っ
た
医
療
費
が
還
付
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
所
得
控
除
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
得
税
が
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
還

付
さ
れ
る
金
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
に

は
、
市
県
民
税
の
税
額
が
減
額
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

　
な
ど
疾
病
の
治
療
以
外
に
か
か

　
っ
た
費
用
は
対
象
に
な
り
ま
せ

　
ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
や
保

　
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金

　
額
は
差
し
引
い
て
く
だ
さ
い
。

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
は
控
除
対
象
？

　
国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て

い
ま
す
が
、
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
支
払
っ
た
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
す
か
。

答
え　

ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す

　
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
12
月
31
日
ま
で
に
、
申
告
者

本
人
が
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
全
額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
た
場
合
は
年
金
受
給
者
の
控
除

と
な
り
ま
す
が
、
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
た
場
合
以
外
は
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
控
除
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

質
問　

障
害
者
手
帳
で
の
控
除
は
？

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

　
ま
た
、
扶
養
親
族
が
障
害
者
で

あ
る
場
合
に
は
、
障
害
者
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
か
。

答
え　

ど
ち
ら
も
対
象
に
な
り
ま
す

　

障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
り

ま
す
。
年
末
調
整
の
際
に
勤
務

先
へ
申
請
し
て
い
な
か
っ
た
人
、

ま
た
年
金
受
給
者
な
ど
で
障
害

者
控
除
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

申
告
の
時
に
手
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

 

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
個
人
住
民
税

 

は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

 

確
定
申
告
Ｑ
＆
Ａ

所
得
」
に
該
当
し
ま
す
。
申
告
の

時
に
加
入
し
て
い
た
保
険
会
社
か

ら
の
「
支
払
い
の
お
知
ら
せ
」
な

ど
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

質
問　

医
療
費
控
除
の
申
告
は
？

　
平
成
26
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
が
10
万
円
以
下
で
し
た
が
、
医

療
費
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

答
え　

所
得
金
額
に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
医
療
費
控
除
額
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
の
総
額
が
、
10
万

円
ま
た
は
総
所
得
金
額
等
の
５
％

の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
を

問
 

復
興
特
別
所
得
税
の
記
載
漏
れ
に

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
同
一
の
課
税
期
間
内
に
複
数
の

消
費
税
率
が
混
在
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
に
行

　
わ
れ
た
取
引
は
、税
率
５
％（
地

　
方
消
費
税
を
含
む
）

・
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
行

　
わ
れ
た
取
引
は
、税
率
８
％（
地

　
方
消
費
税
を
含
む
）

　
帳
簿
な
ど
に
お
い
て
、
課
税
取

引
を
取
引
時
期
別
（
ま
た
は
適
用

税
率
ご
と
）
に
区
分
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
含
む

　
消
費
税
法
の
改
正
内
容
に
つ
い

　
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
の
「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら

　
せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

　
革
関
係
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

 

消
費
税
率
の
変
更
に

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

 

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

 

障
害
者
控
除

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

は
、
そ
の
認
定
状
況
に
よ
り
、
所

得
税
・
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
認
定
基
準
日

　
平
成
26
年
12
月
31
日

▽
申
請
方
法

 

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
申
告

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
世
帯
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

　
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
交

付
申
請
書
は
福
祉
課
、
市
民
課
総

合
窓
口
、
牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
、
押
印
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

　
交
付
に
は
約
10
日
掛
か
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
12
月
31
日
の
時
点
で

　
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

　
は
、
手
帳
に
よ
り
障
害
者
控
除

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
祉
課
、
市
民
課
総
合
窓
口
、

牛
窓
支
所
、
裳
掛
出
張
所

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　
平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分

ま
で
、
復
興
特
別
所
得
税
（
原
則

と
し
て
各
年
分
の
所
得
税
額
の

２・
１
％
）
を
所
得
税
と
併
せ
て

申
告
・
納
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
の
作
成
に
当
た
っ

て
は
、
復
興
特
別
所
得
税
額
欄
の

記
載
漏
れ
が
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、
画
面
の

案
内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力

す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
額
な
ど
が

自
動
的
に
計
算
さ
れ
、
計
算
誤
り

の
な
い
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
還
付
申
告
を
含
め
、
申
告
す
る
全

　

て
の
人
に
つ
い
て
「
復
興
特
別
所

　
得
税
額
」
欄
の
記
載
が
必
要
で
す
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

　
個
人
住
民
税
（
個
人
市
民
税
と

個
人
県
民
税
）の
特
別
徴
収
と
は
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、

事
業
主
が
毎
月
の
給
与
を
従
業
員

に
支
払
う
際
に
、
個
人
住
民
税
を

給
与
か
ら
天
引
き
し
て
、
従
業
員

の
住
所
地
の
市
町
村
へ
ま
と
め
て

納
入
す
る
制
度
で
す
。

　
事
業
主
が
、
給
与
支
払
報
告
書

を
毎
年
１
月
末
ま
で
に
従
業
員
の

住
所
地
の
市
町
村
へ
提
出
す
る

と
、
５
月
末
ま
で
に
特
別
徴
収

税
額
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
通
知
の
あ
っ
た
税
額
を
毎
月

従
業
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、

市
町
村
へ
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
が
あ

る
事
業
主
に
は
、
個
人
住
民
税
を

特
別
徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
事
業
主
や
従
業
員
の
意
思
で

特
別
徴
収
す
る
か
ど
う
か
を
選
択

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
従
業
員
か
ら
個
人
住
民

税
の
特
別
徴
収
を
し
て
い
な
い
事

業
主
は
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市

町
村
へ
必
要
な
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
岡
山
県
で
は
、
平
成
28
年
６
月

か
ら
、
市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
税
通
知
書
で
納
税
し
て
い
る
従

業
員
に
つ
い
て
、
給
与
天
引
き
で

の
納
税
を
徹
底
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-
２
２-

１
１
１
４

険
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の
人
）

か
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
が
い
る
世
帯

の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保

険
料
算
定
の
た
め
、
所
得
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
所
得

が
一
定
水
準
に
満
た
な
い
場
合

に
は
、
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
が
、
未
申
告
の
人
が
い
た

場
合
に
は
、
所
得
が
把
握
で
き

な
い
た
め
、
軽
減
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

問

問

申問
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巻
之
百
十
三

　
軽
便
鉄
道
は
、
本
格
的
な
鉄
道

に
比
べ
て
建
設
費
や
維
持
費
が
安

く
で
き
る
小
さ
な
鉄
道
で
す
。

　
か
つ
て
は
西
大
寺
軽
便
鉄
道
が

「
け
え
べ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
ま
し
た
。

　
実
は
、
牛
窓
に
も
軽
便
鉄
道
を

通
す
計
画
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
最
初
に
牛
窓
へ
の
鉄
道
敷
設
計

画
が
持
ち
上
が
っ
た
の
は
、
明
治

29
（
１
８
９
６
）
年
で
、「
赤
穂

鉄
道
」
の
支
線
と
し
て
牛
窓
～
西

大
寺
～
岡
山
市
鹿
田
を
結
ぶ
「
備

前
鉄
道
」の
計
画
で
し
た
。
た
だ
、

赤
穂
鉄
道
・
備
前
鉄
道
と
も
に
実

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

牛
窓
軽
便
鉄
道

　
明
治
45
年
、
本
格
的
な
鉄
道
敷

☎

免
許
失
効
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
正
８
年
に
再
び
計
画
が
持
ち

上
が
り
、
牛
窓
～
邑
久
～
片
上
の

路
線
が
目
指
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
も
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
も
牛
窓
へ
の
鉄
道
敷
設
は

何
度
か
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
結

局
す
べ
て
幻
に
終
わ
り
ま
し
た
。

♥
野
菜
、
足
り
て
い
ま
す
か

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
野
菜
の
摂

取
目
標
量
を
、
成
人
１
日
当
た
り

３
５
０
㌘
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
で
は
、
20
歳
以
上
の
岡
山

県
民
の
野
菜
摂
取
量
の
平
均
値

は
、
男
性
２
８
５
・
1
㌘
、
女
性

２
７
７
・
3
㌘
で
し
た
。

　
野
菜
摂
取
量
は
、
主
に
、
野
菜

か
ら
取
る
栄
養
素
で
あ
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
・
食
物
繊
維
と
、
青
菜
に
含

ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
量
を
基
準

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
必
要
な
栄
養
素
を
摂
取
し
て
健

康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
取
る
食
生
活
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

♥
３
５
０
㌘
の
野
菜
っ
て
ど
れ
く
ら
い

　

３
５
０
㌘
の
野
菜
と
い
っ
て

も
、
ピ
ン
と
こ
な
い
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
野
菜
を
1
日
３
５
０
㌘
取
る
に

は
、
１
食
分
の
目
安
は
約
１
２
０

㌘
で
す
。

　
１
２
０
㌘
の
野
菜
は
、
下
の
写

真
の
よ
う
に
、
生
野
菜
で
は
両
手

の
ひ
ら
に
１
杯
、
加
熱
し
た
野
菜

で
は
片
手
の
ひ
ら
に
１
杯
で
す
。

毎
食
食
べ
る
野
菜
の
量
の
目
安
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
料
理
で
考
え
る
と
、
１

日
に
小
鉢
５
皿
分
の
野
菜
料
理
を

食
べ
る
と
、
３
５
０
㌘
の
野
菜
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幻
の

「
牛
窓
軽
便
鉄
道
」

敷
設
計
画

　
時
代
と
と
も
に
状
況
は
変
わ
り

な
が
ら
も
、
公
共
交
通
の
充
実
に

向
け
た
努
力
は
、
現
在
ま
で
続
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
参
考
文
献
】

『
牛
窓
町
史
通
史
編
』、『
牛
窓
町

史
資
料
編
Ⅲ
』

牛窓軽便鉄道線路図（大正２年、縮尺は変更しています）

設
計
画
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
名
も
「
牛
窓
軽
便
鉄
道
」。

牛
窓
・
鹿
忍
・
大
宮
・
太
伯
・
幸

島
・
朝
日
の
各
町
村
長
た
ち
が
名

を
連
ね
て
山
南
と
呼
ば
れ
る
地
域

を
貫
く
鉄
道
建
設
を
目
指
す
も
の

で
し
た
。

　

背
景
に
は
、「
軽
便
鉄
道
法
」

な
ど
の
公
布
に
よ
っ
て
全
国
的
に

盛
り
上
が
っ
た
「
軽
便
鉄
道
ブ
ー

ム
」
が
あ
り
ま
し
た
。
西
大
寺
と

岡
山
の
後
楽
園
を
結
ぶ
西
大
寺
軽

便
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は
、
明
治

44
年
で
し
た
。

　

牛
窓
軽
便
鉄
道
は
、
大
正
２

（
１
９
１
３
）
年
３
月
、
総
理
大

臣
宛
て
に
免
許
願
い
を
提
出
し
、

翌
年
５
月
に
免
許
さ
れ
ま
し
た
。

　
資
本
金
37
万
円
、７
、４
０
０
株
、

距
離
８
㍄
60
チ
ェ
ー
ン
、
軌
間
２
㌳
６

♥
３
５
０
㌘
の
野
菜
を
取
る
コ
ツ

①
朝
食
で
必
ず
野
菜
を
取
る

　
昼
食
と
夕
食
で
３
５
０
㌘
取
る

の
は
大
変
で
す
。
朝
食
で
も
野
菜

を
１
皿
分
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
早
起
き
が
苦
手
な
ら
、
朝
食
用

に
夕
食
の
具
だ
く
さ
ん
の
汁
や
野

菜
の
煮
物
を
多
め
に
作
っ
て
お
い

た
り
、
サ
ラ
ダ
用
の
野
菜
を
洗
っ

て
用
意
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

②
火
を
通
し
て
「
か
さ
」
を
減
ら
す

ま
し
ょ
う
。

④
汁
物
は
野
菜
た
っ
ぷ
り
に

　
汁
物
に
野
菜
を
た
く
さ
ん
入
れ

る
と
減
塩
に
も
つ
な
が
り
、
一
石

二
鳥
で
す
。

⑤
彩
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
、
ピ
ー
マ
ン
の
緑
、
ト
マ
ト

や
ニ
ン
ジ
ン
の
赤
な
ど
、
野
菜
が

入
る
と
カ
ラ
フ
ル
に
な
り
ま
す
。

肉
ば
か
り
の
茶
色
の
お
か
ず
に

な
っ
て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

⑥
野
菜
は
肉
・
魚
の
２
倍
用
意
す
る

　
目
安
と
し
て
、
肉
や
魚
の
２
倍

の
量
の
野
菜
を
使
っ
て
食
事
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

♥
旬
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　
抗
酸
化
力
や
免
疫
力
を
向
上
さ

せ
、
生
活
習
慣
病
や
老
化
を
防
ぐ

と
い
わ
れ
る
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル

が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
、

自
然
の
太
陽
光
を
十
分
に
浴
び
た

旬
の
野
菜
で
す
。
新
鮮
な
野
菜
を

食
べ
て
若
々
し
く
健
康
に
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

１
日
３
５
０
㌘
の

　
　
　
　

野
菜
を
食
べ
よ
う

↑生野菜の摂取目標量（１食分の目安）

↑加熱した野菜の摂取目標量（１食分の目安）

　
生
だ
と
両
手
の
ひ
ら
に
１
杯
で

も
、
ゆ
で
る
と
片
手
の
ひ
ら
に
１

杯
に
な
る
の
で
、
無
理
な
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
外
食
選
び
に
工
夫
を

　
単
品
メ
ニ
ュ
ー
で
は
野
菜
が
不

足
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
な
る
べ

く
定
食
を
選
ぶ
か
、
副
菜
の
野
菜

メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ラ
ー
メ
ン
を
五
目
野
菜

ラ
ー
メ
ン
に
す
る
な
ど
、
野
菜
の

多
い
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
よ
う
に
し

㌅
の
蒸
気
鉄
道
。
停

車
場
は
、
牛
窓
の
綾

浦
、鹿
忍
、上
阿
知
、

朝
日
村
、
幸
島
村
北

崎
、
神
崎
、
豊
村
浜

の
浮
根
橋
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
地
元
町
村
が
主
体

的
に
動
い
て
地
域
分

担
金
と
し
て
出
資

し
、
さ
ら
に
株
主
を

募
集
し
ま
し
た
。
西

大
寺
商
工
会
に
も
助

力
を
要
望
し
て
い

ま
す
。

実
現
で
き
ず
現
在
に

至
る

　
し
か
し
、
関
係
者

の
努
力
に
も
関
わ
ら

ず
予
定
ど
お
り
に
会

社
創
立
が
で
き
ず
、

牛
窓
軽
便
鉄
道
の
計

画
は
、
大
正
５
年
に
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お
知
ら
せ

  

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

  

限
度
額
等
が
変
わ
り
ま
し
た

　
制
度
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け

る
自
己
負
担
額
な
ど
が
１
月
か
ら

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
（
下
の
新

旧
比
較
表
参
照
）。

【
70
歳
未
満
の
人
】

　
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、

所
得
区
分
が
平
成
26
年
12
月
ま
で

の
３
区
分
か
ら
、
５
区
分
に
細
分

化
さ
れ
、
所
得
に
よ
っ
て
限
度
額

が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
区
分
は
、
総
所
得
金
額
等

か
ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
控

除
し
た
額
（
い
わ
ゆ
る
旧
た
だ
し

書
所
得
）
で
判
定
し
ま
す
。

【
70
～
74
歳
の
人
】

　
70
～
74
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、

所
得
区
分
「
一
般
」
に
、
旧
た
だ

し
書
所
得
が
２
１
０
万
円
以
下
の

場
合
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
限
度
額
に
つ
い
て
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

問

高額療養費制度の自己負担限度額等の見直し（新旧比較表）

　新年あけましておめでとう
ございます。
　皆様方には、希望に満ちた
新春をお迎えのことと、心か
らお慶び申し上げます。また、
平素から市政推進に格別のご
理解とご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　本市は、皆様のお力添えに
より市制施行 10 年を迎えた
ところですが、眼前には「次
なる挑戦の 10 年」が待ち構
えております。未来を担う子
どもたちが誇りを持てるまち
づくりを目指し、今後も将来
に向けた投資となりうる積極
的な取り組みを前進させてま
いります。
　錦海塩田跡地活用の取り組
みとして、日本最大級のメガ
ソーラー事業を軸とした大規
模なプロジェクトが始動して
おります。このプロジェクト
は長期間に及ぶものであり、
将来を見据えて、効果的かつ

「人と自然が織りなす　しあわせ実感都市
瀬戸内」 の実現に向けて　瀬戸内市長　武久顕也

継続的に事業を進めていかな
ければなりません。市では、
この取り組みを「太陽のまち
プロジェクト」として掲げ、
市民の皆様の安全・安心を
確保した上で、25 年間で約
100 億円を見込む跡地の貸
付料収入を有効に活用し、将
来につながる施策を推進し
てまいります。
　その他にも、市民病院の建
替えや、新図書館の建設を進
めております。市民病院は、
医療・保健・福祉を、より住
まいに近いところで可能にす
る地域包括ケアシステムの導
入を予定しており、市民の皆
様が自らの健康と向き合う意
識を持っていただく場として
いきます。また、図書館は「持
ち寄り・見つけ・分け合う広
場」を目指して、人や新しい
価値と出会う場として、市民
の知の拠点にふさわしいもの
にしていきます。

　今後も、公共施設の再編を
始めとした一層の行財政改革
に努めながら、第２次瀬戸内
市総合計画に示した将来像

「人と自然が織りなす　しあ
わせ実感都市　瀬戸内」の実
現に向けて、10 年先、そし
て 100 年先まで安心して暮
らせるまちづくりを進めてま
いります。
　引き続き、市政に対し、な
お一層のご支援とご協力を賜
りますようお願い申し上げま
すとともに、皆様のご健康と
ご多幸を心から祈念いたしま
して、新年のご挨拶といたし
ます。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合

や
、
届
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り
国

民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

は
、
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
10
年
以
内
の
納

め
な
か
っ
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

後
納
制
度
を
利
用
し
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

　

既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
や
、
65
歳
以
上
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
後
納
制
度
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
の
後
、
後
納
保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w
w
.nenkin.go.jp

）
で

は
、
自
分
の
年
金
記
録
か
ら
、
後

納
制
度
を
利
用
で
き
る
期
間
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
で
始
ま

　

る
電
話
番
号
か
ら
掛
け
る
場
合

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
可
能
期
限
の
延
長
）
の
お
知
ら
せ

問問

  

犬
や
猫
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

  

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
犬
や
猫
の
飼
い
方
に

関
す
る
苦
情
が
多
く
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
の
皆
さ
ん
、

も
う
一
度
飼
い
方
に
つ
い
て
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
族
の
一
員
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト

が
他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
十
分
な
配

慮
と
正
し
い
し
つ
け
を
し
、
生
涯

愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

【
犬
を
飼
う
時
の
義
務
】

　
狂
犬
病
予
防
鑑
札
・
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
、
飼

い
犬
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
猫
を
飼
う
時
の
注
意
点
】

　
猫
は
室
内
飼
い
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
病
気
の
感
染
や
、
ふ
ん
・

尿
の
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

【
犬
や
猫
を
飼
う
時
の
マ
ナ
ー
】

　
ふ
ん
・
尿
の
始
末
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
ち
、
近
所
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
適
切
な
処
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
愛

護
動
物
で
あ
る
犬
や
猫
を
捨
て
る

こ
と
は
、
犯
罪
に
な
り
ま
す
。
無

責
任
な
飼
育
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
放
し
飼
い
は
、
他
人
に
危
害
を

加
え
た
り
、
犬
や
猫
自
身
が
交
通

事
故
に
遭
っ
た
り
す
る
可
能
性
を

高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
必
ず
リ
ー
ド
（
手
綱
）
な
ど
で

つ
な
ぐ
か
、
ケ
ー
ジ
（
お
り
）
や

柵
で
囲
い
、
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

問
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高額療養費制度の自己負担限度額等の見直し（新旧比較表）

区分 所得要件 限度額 所得要件 限度額 

区分 区分所得要件 窓口負担
割合 限度額

外来  所得要件 窓口負担
割合 限度額  

外来 

旧ただし書所得
600万円超

＜平成26年12月以前＞ ＜平成27年1月以降＞

旧ただし書所得
901万円超

(ア)
旧ただし書所得

600万円超～901万円以下
(イ)

旧ただし書所得
210万円超～600万円以下

(ウ)
旧ただし書所得210万円以下

(エ)
住民税非課税

(オ)

上位
所得
(A)70

歳
未
満

70
〜
74
歳

一般
(B)

一般

低所得
 Ⅱ

低所得 
Ⅰ

現役並
所得

一般

低所得
 Ⅱ

低所得 
Ⅰ

現役並
所得

課税所得
145万円以上 3割 44,400円

12,000円

8,000円

2割
（※1）

課税所得
145万円未満

住民税非課税

住民税非課税
（所得が一定以下）

課税所得
145万円以上

変更はありません。
課税所得

145万円未満
（旧ただし書所得210万円以下含む）

・旧ただし書所得：総所得金額等から基礎控除（33万円）を控除した額。
・多数回該当：直近1年間に3回以上高額療養費に該当した場合、4回目
　以降の限度額が引き下げられます。

※１ 特例措置対象被保険者の窓口負担割合は1割。

住民税非課税

住民税非課税
（所得が一定以下）

低所得
(C)

150,000円＋
（総医療費－500,000円）×1％

＜多数回該当：83,400円＞

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×1％

＜多数回該当：140,100円＞
167,400円＋

（総医療費－558,000円）×1％
＜多数回該当：93,000円＞

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400円＞
57,600円

＜多数回該当：44,400円＞

35,400円
＜多数回該当：24,600円＞

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400円＞

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400円＞

44,400円

24,600円

15,000円

35,400円
＜多数回該当：24,600円＞

旧ただし書所得
600万円以下

住民税非課税



催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　

  
遺
児
激
励
金

　
市
で
は
、
保
護
者
を
亡
く
し
た

児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
遺

児
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
ま

た
は
児
童
を
実
際
に
監
護
す
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　
お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　
き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
内
容
・
支
給
額
（
全
て
子
ど
も

　

１
人
当
た
り
）

①
保
護
者
死
亡
見
舞
金　
３
万
円

　
小
・
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

の
小
・
中
学
部
在
学
中
に
遺
児
に

な
っ
た
と
き

②
入
学
激
励
金　
３
万
円

　
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど
へ
入

学
し
た
と
き

③
卒
業
激
励
金　
３
万
円

　
遺
児
が
中
学
校
な
ど
を
卒
業
す

る
と
き

④
交
通
遺
児
激
励
金　
１
万
円

　
交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
と
死

別
し
た
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど

へ
入
学
・
進
級
す
る
と
き　
　
　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
設
置
）

　

・
印
鑑

　

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座
が
分

　
か
る
も
の

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-
５
９
４
７ 

申
問　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
全

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃
金
」

の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
下
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業
場

は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

人
や
、
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
人

  

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

  

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

岡山県特定最低賃金
業種 時間額   　　　　　 発効日

耐火物製造業 842 円
平成 26 年 12 月 18 日

鉄鋼業 858 円

一般機械器具等製造業 835 円 平成 26 年 12 月 26 日

電気機械器具等製造業 771 円 平成 26 年 12 月 17 日

自動車・同附属品製造業 823 円 平成 26 年 12 月 26 日

船舶製造・修理業，舶用機関製造業 853 円 平成 26 年 12 月 18 日

各種商品小売業 778 円 平成 26 年 11 月 30 日

で
あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人（「
鉄

鋼
業
」「
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
」「
船
舶
製
造
・
修
理
業
，

舶
用
機
関
製
造
業
」
は
雇
入
れ
後

３
月
未
満
の
人
で
あ
っ
て
、
技
能

習
得
中
の
人
）、
清
掃
ま
た
は
片

付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す

る
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
10

月
５
日
発
効
の
岡
山
県
最
低
賃
金

７
１
９
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
４

問

募
　
　
集

す
。
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

　
２
月
２
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

（
消
印
有
効
）

▽
対
象
者

　
市
内
に
居
住
し
、
苗
木
を
配
布

す
る
場
所
に
取
り
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
、
と
げ
が
あ
る
レ
モ

ン
の
苗
を
注
意
深
く
扱
い
、
大
切

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
人

▽
配
布
数　
３
０
０
本
（
予
定
）

※
１
人
当
た
り
２
本
ま
で
。
た
だ

　
し
、
応
募
状
況
に
よ
り
１
本
に

　

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
は
、

瀬
戸
内
市
の
「
美
し
さ
」
を

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

「Setouchi Kirei(

セ
ト
ウ
チ

キ
レ
イ)

」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
市

内
の
農
水
産
業
・
加
工
・
販
売
な

ど
の
関
係
者
や
消
費
者
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
育
み
、
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ブ
ラ
ン
ド
の
先
導

作
物
で
あ
る
レ
モ
ン
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま

　
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　
「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」

「
あ
な
た
が
考
え
る
瀬
戸
内
市
産

レ
モ
ン
の
愛
称
」「
配
布
希
望
本

数
」
を
記
入
し
て
、
は
が
き
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
配
布
先
を
決
定
し
ま
す
。

　
配
布
対
象
者
に
は
、
３
月
上
旬

に
、は
が
き
で
配
布
場
所（
市
内
）、

配
布
時
期
（
３
月
下
旬
を
予
定
）

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
抽
選
に
よ
り
配
布
対
象
か

ら
外
れ
た
人
に
は
連
絡
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

産
業
振
興
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
６
５

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１               

  

レ
モ
ン
の
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

  

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
「Setouchi  Kirei

」
を
身
近
に

申
問

成長した苗木（昨年配布したもの）

　
市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
の
軽
減
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
有
害
鳥
獣
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
生
態
を
知

る
こ
と
で
効
果
的
な
対
策
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
被
害
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
事

前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
18
日
（
水
）
午
後

　
１
時
30
分
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
裳
掛
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

　

・
講
演
「
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
効

　
果
的
な
侵
入
防
止
柵
の
設
置
と

　
被
害
対
策
に
つ
い
て
」

　

・
講
師　
阿
部
豪
氏
（
兵
庫
県
立

　
大
学
自
然
・
環
境
科
学
研
究
所

　
特
任
講
師
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
２
月
13
日
（
金
）

▽
申
込
方
法

　
産
業
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
、

申
問

  

平
成
27
年
度
岡
山
県
育
英
会

  

東
京
寮
新
寮
生
募
集

　
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会

は
平
成
27
年
度
の
東
京
寮
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
本
寮
は
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、

か
つ
低
廉
な
費
用
で
学
生
生
活
を

送
る
こ
と
の
で
き
る
在
京
男
子
学

生
寮
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

寮
生
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
入
寮
を
希
望
す
る
人
は
、
こ
の

機
会
に
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格

①
県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
男
子

　
学
生
で
、
平
成
27
年
４
月
に
東

　
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在

　
す
る
大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）

　
の
第
１
年
次
生
と
し
て
入
学（
ま

　
た
は
入
学
志
望
）
す
る
人

②
心
身
共
に
健
全
で
共
同
生
活
を

　
営
む
こ
と
が
で
き
る
人

③
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
人

④
寮
費
お
よ
び
食
費
を
支
払
う
こ

　
と
が
で
き
る
人

⑤
独
立
の
生
計
を
営
む
確
実
な
保

　
証
人
が
あ
る
人

▽
募
集
人
員　
約
40
名

▽
応
募
方
法

　
次
の
書
類
を
岡
山
県
育
英
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類

　
入
寮
願
、
履
歴
書
及
び
家
庭
調

書
、
調
査
書
、
健
康
診
断
書
、
切

手
（
82
円
）
１
枚

▽
受
付
期
間　
２
月
２
日
（
月
）

　
～
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
育

英
会

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
８

申
問

資

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
19
日
（
木
）
午
後

　
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
テ
レ
ビ
で
は
聞
け
な

　
い
糖
尿
病
の
話

申
問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

  

春
色
の
簡
単
し
ぼ
り

  

染
め
体
験

　
し
ぼ
り
染
め
を
体
験
で
き
る
催

し
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
事
前
に
、
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
８
日
（
日
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
介
護
事
業
所
ま
ご
の
て
村

　
（
邑
久
町
箕
輪
６
５
６-

１
）

▽
定
員　
15
人
程
度

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

　
　

ま
ご
の
て
村　

吉
信
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
３
２
１

申
問 ▽

講
師　

松
原
ミ
ヨ
子
氏
（
糖
尿

　
病
看
護
認
定
看
護
師
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
間　
２
月
２
日
（
月
）

　
～
18
日
（
水
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-
１
２
３
４

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

産
業
振
興
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
６
５

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１       

  

有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

  

を
開
催
し
ま
す
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
本
め
す
す
す今月のお

図
書
館
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
所

な
の
で
し
ょ
う
。ま
ち
づ
く
り
、課
題
解
決
、

情
報
発
信
…
。
本
書
に
は
、
図
書
館
だ
け

で
年
間
３
０
０
館
を
巡
る
と
い
う
著
者
の

刺
激
的
な
提
言
が
満
ち
て
い
ま
す
。
一
緒

に
未
来
の
図
書
館
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

未
来
の
図
書
館
、

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

岡
本
真
・
森
旭
彦
…
著　

青
弓
社

BooKs
催
し
物

  

お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を

  

開
催
し
ま
す

  

企
画
展
「
生
誕
１
０
０
年

  

緑
川
洋
一
展
」

  

犯
罪
被
害
者
の
声
を

  

聴
い
て
く
だ
さ
い

　

かきのみそ汁

松本由佳さん（邑久町漁協女性部）です

◆材料（4 人分）
●ダイコン（60g）
●カキ（120g）
●豆腐（80g（1/4 丁））
●油揚げ（25g（1/4 枚））

●ネギ（5g（1本））
●みそ（40g）
●だし汁（650cc）

◆作り方
①ダイコンはいちょう切り、油揚げは短冊切り、
　ネギは小口切りにする。豆腐はさいの目に切る。
②だし汁にダイコンを入れて煮る。ダイコンが煮
　えたら、カキを入れ、煮立たせる。あくをすく
　い取って油揚げを入れる。
③みそを溶いて入れ、豆腐を入れる。一煮立ちし
　たらあくを取り、ネギを入れる。
※カキのあくでみそ汁の色が黒くなるのが気にな
　る場合は、カキをサッと下ゆでして使うと良い。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
企

画
展
「
生
誕
１
０
０
年　
緑
川
洋

一
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
色
彩
の
魔
術
師
」
と
し
て

知
ら
れ
る
写
真
家
・
緑
川
洋
一

（
１
９
１
５-

２
０
０
１
年
）
は

岡
山
県
邑
久
郡
裳
掛
村
（
現
・

瀬
戸
内
市
邑
久
町
）
に
生
ま
れ
、

２
０
１
５
年
に
生
誕
１
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。

　
「
私
は
目
で
見
た
事
実
よ
り
も
、

自
分
の
心
に
よ
り
真
実
な
ほ
う
を

大
切
に
し
た
い
」、
そ
う
語
る
緑

川
洋
一
が
独
自
の
対
象
の
見
方
と

表
現
に
よ
っ
て
創
り
あ
げ
た
世
界

に
は
、
叙
情
性
と
と
も
に
写
真
に

よ
る
表
現
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
「
色
彩
の
魔
術
師
」
た
る
由
縁

と
な
っ
た
長
時
間
露
出
や
多
重
露

光
な
ど
、
特
殊
撮
影
に
よ
っ
て
独

自
の
色
を
表
現
し
た
代
表
作
と
と

も
に
、
そ
の
作
風
が
確
立
さ
れ
る

ま
で
の
昭
和
20
年
代
の
作
品
や
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
の
優
品
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
期
間　
3
月
1
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、
2
月
2
日
（
月
）、

　
9
日
（
月
）、
12
日
（
木
）、
16

　
日
（
月
）、
23
日
（
月
）
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

▽

緑川洋一「太陽の海/播磨灘」1991年

　
２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
で
す
。

　
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
、
２
月
７
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
月
７
日
は
、
１
８
５
５
年
の

こ
の
日
、
伊
豆
の
下
田
に
お
い
て

日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
、
平

和
裏
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の

国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
で
す
。

　
こ
の
事
実
こ
そ
、
わ
が
国
が
北

方
四
島
の
返
還
を
求
め
る
重
要
な

根
拠
な
の
で
す
。

　
岡
山
県
で
は
次
の
と
お
り
催
し

　
瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
邑
久
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お

ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
畳
の
縁
で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ぜ
ん
ざ
い
の
無

料
接
待
も
あ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
を
考
え
な
が
ら
、
桃
の
節
句
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

平成 26 年のおひなさまフェスタ

▽
場
所　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く

　
（
邑
久
町
尾
張
４
８
３-

６
）

【
お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
】

▽
日
時　
３
月
１
日
（
日
）
午
前

　
９
時
～
午
後
３
時

▽
参
加
費　
無
料

相
　
　
談

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　
２
月
14
日
（
土
）
午
前

　
９
時
30
分
～
正
午（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
相
談
料　
無
料

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

問
　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
19
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

予
問

  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

  
放
送
大
学
の

  
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　
学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書

類
選
考
の
み
で
入
学
で
き
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
の
目
的
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
や
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を

１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間

　
３
月
20
日
（
金
）
ま
で

　
　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

HPhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

資
問

　
「
地
域
の
力
で
被
害
者
の
支
援

を
」
を
合
言
葉
に
、
犯
罪
被
害
者

を
支
援
す
る
公
益
社
団
法
人
被
害

者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま

「
Ｖヴ

ィ

ス

コ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
」
で
は
、
犯
罪
被
害

者
支
援
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
２
月
７
日
（
土
）
午
後 

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

　
（
午
後
１
時
開
場
）

【
展
示
】

　
歴
史
あ
る
お
ひ
な
さ
ま
や
、
会

員
が
１
年
を
掛
け
て
、
余
っ
た
布

で
作
っ
た
か
わ
い
い
吊
り
下
げ
雛

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
３
月
１
日
（
日
）
～
８

　
日
（
日
）

※
期
間
中
は
休
館
日
な
し

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
７
０
７

（
開
館
日
時　

月
・
水
・
金
・
土

曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

を
行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会
】

▽
日
時　
２
月
６
日
（
金
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

▽
場
所　
さ
ん
太
ホ
ー
ル

　
（
岡
山
市
北
区
柳
町
２-

１-

１
）

【
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展
】

▽
展
示
日　
２
月
２
日
（
月
）
～

　
13
日
（
金
）　

▽
場
所　

岡
山
県
庁
１
階
県
民
室

　
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
２-

４-

６
）

問

問

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　【
基
調
講
演
】

▽
演
題　
犯
罪
被
害
者
に
必
要
な
支
援

▽
講
師　
養
父
に
よ
る
長
期
に
わ

　
た
る
性
虐
待
の
被
害
者
本
人

【
音
楽
演
奏
】　
岡
山
県
警
察
音
楽

　
隊
に
よ
る
演
奏

　

被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
か
や
ま
（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

☎
０
８
６-

２
２
３-

５
５
６
４

問

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
会
議
（
岡
山
県
総
合
政
策
局
公

聴
広
報
課
内
）

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
８

  

子
ど
も
の
発
達
支
援
相
談

　
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
3
月
4
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
員

　
専
門
の
医
師
、
臨
床
判
定
員

▽
相
談
料　
無
料

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

予
問

  

北
方
領
土
返
還
運
動

  

全
国
強
調
月
間

   

年
金
相
談



人の動き《平成 27年 1月 1日現在、かっこ内は前月比》
人口 ３８，５０７人 （－　２） 男 １８，３７７人  （－　５）

世帯 １５，１６９世帯（±　０） 女 ２０，１３０人  （＋　３）

３月２日（月）が納付期限の市税・保険料

題名　七五三
撮影場所　牛窓神社
撮影日時　平成 26 年
11 月 30 日 
撮影者　植野 虹さん
コメント　牛窓に住む父、
母、祖母たちと、３歳の
息子の七五三に行きまし
た。牛窓神社の神様が見
守ってくれていることと
思います。

瀬戸内写真館

市民ギャラリー

▲

山
本
敏
子
さ
ん

市民ギャラリー市民ギャラリー

22015 年 　　 月の予定

投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、続柄：２
人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③催し物の告知や募集
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日時、コメ
ントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・電子メールなどで秘書広報課へ送
付してください。匿名・ペンネームを希
望する場合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただいた原稿や
作品は返却していません。掲載の都合上、
全ての原稿や作品を掲載できない場合もあ
りますので、あらかじめご了承ください。
問応瀬戸内市役所秘書広報課
〒７０１-４２９２
瀬戸内市邑久町尾張３００-１
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６-２７２ -３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑫窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い合
　　わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑫の日時は、左のカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障害に関する相談（身体・知的・精神（ひきこもりを
　含む）・発達障害などに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障害専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課
　　☎０８６９-２６ - ５９４３
刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ -７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ -３１３０
体体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

1 日 体日帰りスキーバス（恩原高原スキー場）　
　6：00 邑久スポーツ公園出発、6：15 長船町公民館出発

2 月
3 火

4 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
⑪ 1歳 6か月児健診【対象：平成 25年 7月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

5 木 ⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル
⑫窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

6 金
7 土
8 日 体歩こう会　前島コース　8：30 牛窓支所集合

9 月
10 火 ⑦こころの健康相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船

11 水建国記念の日
12 木 ⑪ 2歳児健診【対象：平成24年 10月生】　13:15～ 13:45　ゆめトピア長船

13 金 ⑥離乳食講習会【対象：4～ 6カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

14 土

15 日 体第 10 回瀬戸内市健康マラソン大会　8：30 ～受付、9：00 ～開会式
　邑久スポーツ公園野球場および周辺コース

16 月
17 火

18 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑪乳児健診（9か月児）【対象：平成 26年 5月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

19 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所

20 金
21 土
22 日
23 月
24 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

25 水
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　牛窓町公民館
⑪３歳児健診【対象：平成23年 8月生】13:15～ 13:45　ゆめトピア長船

26 木 ⑨乳幼児こころの健康相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船
⑩わーく相談会　13：30 ～ 16：00　地域生活支援センタースマイル

27 金
①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：7～ 12 カ月児】　10：00 ～ 11：30　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

28 土

刀 美

生
誕
１
０
０
年  

緑
川
洋
一
展 （
〜
３
月
１
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

無
骨
・
粋  

尾
張
の
刀
剣
展 （
〜
３
月
22
日
）

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

休
館
日

　古式鍛錬の公開　2月 8日（日）　
　11：00 ～ 12：00、14：00 ～ 15：00
　小刀製作講座　2月 7日（土）、2月 14 日（土）
　10：00 ～ 16：00（随時受講可能）
※ 1工程 2回以上（1回約 5時間）、
　受講料 1回 2,000 円、材料費 1本 10,000 円
※鍛錬、火づくりは前もって刀匠が行います。
※詳細はお問い合わせください。

刀

刀

小刀製作講座

固定資産税【４期】国民健康保険税【８期】
介護保険料【８期】後期高齢者医療保険料【４期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

　邑久町の国際交流を推進する会「Ｄ
デ ー ボ ッ ク

ＢＯＣ」では、活動の一環
として、食の異文化体験を行っています。今回はフィリピン料理
を作ります。

▽日時　２月 15 日（日）午前 10 時～午後１時

▽場所　中央公民館（邑久）

▽講師　エルマジョイリさん（男性）

▽参加費　１人 500 円

▽メニュー
　アドボ（鶏肉を使った料理）

▽持参するもの
　三角巾、布巾、エプロン、容器

▽定員　20 人
▽申込期限　２月 10 日（火）

　　ＤＢＯＣ代表　佐藤さん
☎０８６９-２２ - ０３８８

ＤＢＯＣと食の異文化体験
フィリピン料理を楽しみませんか

昨年の料理教室
問申

わが家の宝１歳です！
 Rio
 平成25年 12月 15日生まれ

谷口莉
り お

旺ちゃん
お住まい　邑久町下笠加
ひとこと　
いつも笑顔の可愛い莉旺♡
みんな莉旺が大好きだよ♡
ねぇねと仲良く優しい莉旺でいてね♡
莉旺の成長がとても楽しみ！！
（母 裕江さん）

木下紗
さ や か

弥花ちゃん
お住まい　牛窓町牛窓
ひとこと　
いつもたくさんの笑顔をありがとう。
綾菜お姉ちゃん、智裕お兄ちゃんと
仲良く、元気に大きくなってね！
（父 洋治さん　母 美樹さん）

 Sayaka
 平成25年2月23日生まれ
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法
話
待
つ
赤
絨
毯
の
紅
葉
寺

 

的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

久
々
の
旅
を
楽
し
む
小
春
か
な

 
原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

朝
焼
や
初
冠
雪
の
鳥
海
山

 

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

琴
の
音
や
夢
の
く
に
へ
と
秋
の
午
後

 

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

帝
釈
峡
彩
を
深
め
て
冬
紅
葉

 

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

病
院
の
一
汁
一
菜
切
干
煮

 

平
野　
五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

水
子
佛
抱
く
観
世
音
笹
子
啼
く

 

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

気
兼
な
き
暮
し
も
淋
し
秋
深
む

 

藤
井　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

除
夜
の
鐘
こ
の
ま
ゝ
一
人
で
暮
れ
て
ゆ
く

 

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

川
暮
れ
て
鴨
の
声
仄ほ

の

か
に
白
し

 

片
島　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

受
話
機
よ
り
目
に
は
見
え
な
い
ぬ
く
も
り
が

傳
わ
り
て
来
る
電
波
通
し
て

 

竹
内　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

西
風
の
な
か
な
か
踏
め
ぬ
自
転
車
に

た
つ
き
の
行
商
せ
し
女
思
ふ

 

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
五
重
奏
曲
ひ
と
り
聴
く

音
楽
の
泉
日
曜
の
朝

 
 

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

吉よ
な
ば
り隠
も
雪
に
埋
も
れ
て
眠
る
ら
ん

熱
き
思
い
は
和う

た歌
に
ま
か
せ
て

 

桂
舟　
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

撮
り
ま
す
よ
宮
司
の
声
の
響
き
い
て

家
族
総
出
の
笑
顔
を
曝さ

ら

す

 

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

市
長
さ
ん
自
慢
の
喉
の
歌
声
に

時
を
忘
れ
て
ホ
ー
ル
陶よ

い
し
れ酔

 

西
野　
幸
子
（
邑
久
町
北
島
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

 

（
敬
称
略
）


